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ドシエの現状調査と課題への活動



2017年度 第1小委員会 メンバー

2

横山 友⾥ キヤノン株式会社

伊藤 智恵 大塚製薬株式会社

中馬 真子 パナソニック株式会社

梅本 信一 ウシオ電機株式会社

菊池 康史 東芝IPRソリューション株式会社

三井 雄士 本田技研工業株式会社

（敬称略、委員五⼗⾳順）



発表内容

3

1. 研究の背景
1.1. 活動内容

2. グローバルドシエサイトの使用の実状に関する調査
2.1. アンケート概要

2.2. アンケート集計結果

2.3. 活⽤事例

3. 現⾏サイト利⽤における課題・対応
3.1. 実状調査から⾒えた課題

3.2. 課題への対応（調査・提言）

4. 庁システムと管理システムの将来像

5. おわりに



発表内容

4

1. 研究の背景
1.1. 活動内容

2. グローバルドシエサイトの使用の実状に関する調査
2.1. アンケート概要

2.2. アンケート集計結果

2.3. 活⽤事例

3. 現⾏サイト利⽤における課題・対応
3.1. 実状調査から⾒えた課題

3.2. 課題への対応（調査・提言）

4. 庁システムと管理システムの将来像

5. おわりに



5

●日本・・・特許庁からXML形式のデータが提供されていることで、多くの情報
を手作業を介さずに電⼦的に管理システムに取り込める環境

●外国・・・国ごとに書類様式や電⼦化⽅法が異なることから、知財情報の

電子的流通が未だ十分な状況にない

知財情報の電⼦的な流通および管理システムへの取り込みの現状

各国特許庁

出願⼈・代理⼈

データ

取り込み負荷大

1. 研究の背景
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ユーザーがグローバルな知財情報を電子データで入手するにあたり、コストをかけずに利
用できる手段として、リリースから⼀年以上経過したワン・ポータル・ドシエ(OPD)に着目

5大特許庁間において各国のドシエ（包袋）情報等を
相互に参照できるよう一般公衆向けに提供されているサービス

JPOのワン・ポータル・
ドシエ画面

JPOのワン・ポータル・
ドシエ画面

包袋相互照会

1. 研究の背景

案件番号を⼊⼒するとファミリー情報および
それらの包袋を⼀度に参照することができる

2016年7月よりJ-PlatPatを通じてOPDのサービス開始
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ファミリー一覧と書誌情報

各国の分類・引用情報

ファミリー（日・米・欧・中・韓）の審査状況を横並びで表示

日・中・韓書類の英訳

書誌情報

1. 研究の背景
JPOのワン・ポータル
・ドシエの各画面
JPOのワン・ポータル
・ドシエの各画面



国 JPO USPTO EPO SIPO KIPO

サイト J-PlatPat USPTO Grobal Dossier

①Espacenet
②European Patent

Register
②はEP出願があるファミリーのみ

中国特許照会システム
KIPO One Portal

Dossier

言語 日本語 英語 英語、ドイツ語、フランス語
中、英、独、仏、⻄、葡、

日、韓

韓国語
※ブラウザーの翻訳機能を使え

ば日本語で使用可能

収録範囲 2003/7/1以降の出願 2003/1/1以降の出願
①1978/6/1以降の出願
②1978/1/6以降の出願

2010/2/10以降の出願 1999/1/1以降の出願

審査書類
同時表示

同一ファミリー内で最大４件 1件 1件 １件 同一ファミリー内で最大5件

ファミリ一覧
表示方法

「ファミリー一覧」より表示 デフォルト表示
「INPADOC Patet
family」より表示

デフォルト表示 「全ファミリ」より表示

引例情報
表示方法

「分類・引用情報」より表示
「Classification and
Citation」より表示

「INPADOC Patent
family」⇒「CCD」より表示

「Basic Information」に
記載あり

「全体引用・分類」より表示
※日本語翻訳後の名称

1. 研究の背景
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各国グローバルドシエサイトの基本情報
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1.1 活動内容

グローバルドシエサイトの具体的な利⽤実状を調査
・誰が、どの様に利⽤しているのか
・ユーザーの要望はなにかを把握

調査結果を分析、課題を抽出し、日本特許庁と共有
・実状から⾒えてきたと問題点と、有効利⽤されるための課題を分析
・ユーザーが求めていることを特許庁へ提言

グローバルドシエサイトを有効に活用する将来像を提案

グローバルドシエサイトの向上に働きかけ、
活用可能性を検討していくことで

ユーザーの効率的且つ
正確な知財情報取得につなげる

グローバルドシエサイトの向上に働きかけ、
活用可能性を検討していくことで

ユーザーの効率的且つ
正確な知財情報取得につなげる

アンケートによる調査
※当委員会内

アンケートによる調査
※当委員会内

特許庁と共有特許庁と共有
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2.1 アンケート概要
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実施の背景

目的

グローバルドシエサイトの周知度や利⽤頻度、ユーザーが感じていることが
把握できていない

利⽤の実情を調査・分析し、課題や要望の整理、活⽤可能性や将来像を
検討することで、ユーザーの効率的且つ正確な知財情報取得につなげる

調査概要

対象 ：2017年度 情報システム委員会参加企業(32社)
内容 ：◯グローバルドシエの利⽤状況

◯五庁サイトで主に使うサイト
◯主に利⽤する⽅の担当業務種別
◯利⽤⽬的（各庁サイト別、共通）
◯不便に思うこと（各庁サイト別、共通）
◯欲しい機能
◯知りたい事、聞きたい事、活用のアイデア



2.2 アンケート集計結果
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利⽤している,

26, 81%

利⽤していない, 6,

19%

・多数のユーザー（8割以上）が利⽤している。
・存在 / 有効利⽤⽅法周知の課題も存在する。
・ファミリー横通し確認での潜在ニーズも存在する。

【利⽤していない理由】

・存在が認知されていない。
・何ができるか分からない。
・US Pair等で賄えている。（特定の国）
・セキュリティ⾯が不安。

・利⽤有無,回答数,%
・回答計：32

グローバルドシエサイトの利⽤状況



2.2 アンケート集計結果
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JP, 17,

65%

EP, 7,

27%

US, 2,

8%

・利⽤サイト,回答数,%
・回答計：26（利⽤有りユーザー）

JPが多数だが、EPメイン
ユーザーも3割程存在する。

24
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技術・実務担当 管理・事務担当 調査担当 訴訟担当

技術、管理担当の利⽤が
多数だが、調査、訴訟担当
の利⽤もある。

回答：延べ数

主に使うサイト

利⽤者の担当業務



2.2 アンケート集計結果

14

14

10

7

6

2

2

1

1

0 5 10 15

■自社ファミリーの審査経過・状況把握
（拒絶対応時 等）

■非英語文献の機械英訳
（IDS対応時 等）

■主要国の状況比較（L/O）

■他社ファミリーの審査経過・状況把握
（応答内容の矛盾確認 等）

■OA文書取得

■データ形式（テキスト、PDF）

■日本語インターフェース

■⼀般向け（知財部以外も利⽤）

ファミリーの状況把握に利⽤ / 機械英訳も活用されている / 各国横並び⽐較で便利

主な利⽤⽬的（各庁共通）
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【機能】リスト一括ダウンロード

14, 10%

【機能】包袋一括ダウンロード

11, 8%

【表示】最新ステータス

7, 5%

使⽤事例 6, 5%

【表示】ファミリーリスト

5, 4%

【表示】引例 5, 4%

【表示】対象国 5, 4%

【機能】⼀括検索 4, 3%

その他 77, 57%

2.2 アンケート集計結果

機能や表示に関する要望が多く上がった

要望（不便に思う事 / 欲しい機能 / 知りたい事等）

・内容,回答数,%
・回答計：134
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利⽤実績利⽤実績

・“使用経験あり“は8割を占める
・⾒⽅、使い⽅（何ができるか）に疑問
も多く、定着利⽤には⾄っていない印象

使用しているサイト使用しているサイト

・JPOサイト以外（主にEPO）使用
・複数サイト並⾏して使⽤
⇒一つのサイトでは満足に情報を得られない
または正確性に欠けている？

利⽤⽬的利⽤⽬的

・⾃社案件の管理、権利化に活⽤している
⇒自社管理に役⽴つ機能の拡充がされる
とユーザーメリットが大きいのでは

要望要望

ユーザーは
多くの情報を正確に社内管理システムへ
取り込むことを強く望んでいる

2.2 アンケート集計結果



活⽤事例

( 1 ) 自社のオフィスアクション(OA)応答時

( 2 ) 他社権利への対応時

( 3 ) IDS、外国出願時

( 4 ) 非英語文献の閲覧時

( 5 ) 他者からの特許譲渡時・ライセンス時

17

グローバルドシエサイトの活⽤事例
アンケート回答より、
・グローバルドシエサイトをどんな時に利⽤しているか？
・利点（メリット）は何か？
・どのような課題があるのか？
という観点での活⽤事例を紹介します

2.3 活用事例
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利⽤シーン 自社のオフィスアクション(OA)応答時

利⽤⽬的
ファミリーで一貫性のある応答内容を迅速に作成する為。

※先⾏する他国での審査状況、応答内容をベースに⾻⼦を作成する。
※訴訟になった際、⼀貫性の無い反論が⽭盾した主張として問題にならないようにする。

利⽤する
メリット

①ファミリーの審査書類を一括で確認する事ができる。

※JP、KR：同一画面での比較ができる。
※JP：書類グループでのフィルタができる。

②引例情報のリストの取得が容易
※IDS対応が容易になる。
※US、EP：CCDリンクを利⽤できる。

③誰でも閲覧する事ができる。

※特許事務所（現地代理⼈）に他国の状況を説明するために利⽤する。

問題点
・情報が取れない場合がある。（メンテナンス？データが無い？）
・英訳が無い場合がある。（CN、KRで原語のみデータあり。）

課題 データ更新タイミング、対象データ等をユーザーが把握する必要がある

2.3 活⽤事例 ( 1 )
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利⽤シーン 他社権利への対応時

利⽤⽬的
他社案件の審査過程での反論の差異を検討し、矛盾を主張する為。

※各国OAで拒絶理由を構成する引例の⽐較。
※OAに対して、対応した主張の差異を横並びで⽐較する。

利⽤する
メリット

①ファミリーの審査書類を一括で確認する事ができる。

※JP、KR：同一画面での比較ができる。
※JP：書類グループでのフィルタができる。

②引例情報のリストの取得が容易
※US、EP：CCDリンクを利⽤できる。

問題点
・５庁以外で情報が取得できる国が少ない
・情報が取れない場合がある。（メンテナンス？データが無い？）
・英訳が無い場合がある。（CN、KRで原語のみデータあり。）

課題 データ更新タイミング、対象データ等をユーザーが把握する必要がある。

2.3 活⽤事例 ( 2 )
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2.3 活⽤事例 ( 1 )( 2 )

書類グループでフィルタできる。

各国の書類を横並びで比較できる。
（OAへの応答内容を比較可能）

データを表示できない場合がある。

■書類の一括確認
いいね！

いいね！

残念⤵
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利⽤シーン IDS、外国出願時

利⽤⽬的
・米国IDS提出用文献の英訳を入手する為。

・⾃社⽇本出願の審査経緯を、対応外国出願を担当する外国代理⼈に
説明する為。

利⽤する
メリット

①翻訳業務を削減する事ができる。

※翻訳業者への依頼工数、コストを削減できる。

②迅速に内容を把握する事ができる。

※別途の翻訳作業が不要、翻訳業者からの納品待ち無し。

問題点

・精度が不明（精度を向上して欲しい）。
・ユーザーからのフィードバック（誤記や翻訳ミスの報告）を可能にする機能が欲しい。
・翻訳されていない書類がある。
・翻訳されていない項⽬がある。（例；拒絶理由通知の発送⽇）
・日本語への翻訳機能が欲しい。

課題 精度向上、対象書類の拡充等について、庁への要望出しが必要。

2.3 活⽤事例 ( 3 )
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利⽤シーン 非英語文献の閲覧時

利⽤⽬的 中国/韓国の拒絶理由通知の内容を把握する為。

利⽤する
メリット

①翻訳業務を削減する事ができる。

※翻訳業者への依頼工数、コストを削減できる。

②迅速に内容を把握する事ができる。

※別途の翻訳作業が不要、翻訳業者からの納品待ち無し。

問題点

・精度が不明（精度を向上して欲しい）。
・ユーザーからのフィードバック（誤記や翻訳ミスの報告）を可能にする機能が欲しい。
・翻訳されていない書類がある。
・翻訳されていない項⽬がある。（例；拒絶理由通知の発送⽇）
・日本語への翻訳機能が欲しい。

課題
精度向上、対象書類の拡充等について、庁への要望出しが必要。
(SIPO、KIPOへの要望）

2.3 活⽤事例 ( 4 )
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英訳をクリック

原文と同じフォーマットで英訳を閲覧できる

2.3 活⽤事例 ( 3 )( 4 )

英訳が存在しない書類がある

英訳の精度に懸念がある

いいね！

残念⤵

残念⤵



2.3 活用事例 ( 5 )
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利⽤シーン
他者からの特許譲渡時・ライセンス時

※特に相手先が海外の場合

利⽤⽬的

・譲渡・ライセンス時に不⾜している情報、また審査経過、ステータス情報
をいち早く取得する為。

・他社から譲渡された際、審査途中の案件に関し、OAの内容、引例情報
などを確認する為。

利⽤する
メリット

①包袋の取り寄せ、情報取得費用を削減する事ができる。

②迅速に内容を把握する事ができる。

問題点
・引例情報の⼀括ダウンロード及び公報リンクがJPサイトではできない。
・出願、審査関連情報、包袋の一括ダウンロード機能がない。

課題 情報の電子データ化など、機能向上について、庁への要望出しが必要。



一括でダウンロ
ードができない
ため、テキストコ
ピーでしか対応
できない！

一括でダウンロードができないため、
テキストコピーでしか対応できない一括でダウンロードができないため、

一件づつダウンロードをする必要がある

引例情報が⼀覧で⾒ることができる

包袋情報がPDFで取得できる
いいね！

残念⤵

残念⤵

いいね！

2.3 活⽤事例 ( 5 )
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庁
各案件への
ダイレクトリンク

引例の
ハイパーリンク

引例の
ダウンロード

検索機能
文書リストの
ダウンロード

書誌情報の
ダウンロード

包袋の
一括ダウンロード

USPTO － ◯
◯

（1件づつ）
※2

番号検索のみ
◯
※4

◯
－

EPO ◯
◯
※1

◯
（一括）
※2,3

・番号
・キーワード
・分類
・日付
等
※Advanced Search

－ ◯
◯

※EP案件のみ

SIPO － － －
・番号
・名称/出願人
※CN案件のみ

－ － －

KIPO ◯ ◯
◯

（1件づつ）
番号検索のみ － － ◯

JPO － － － 番号検索のみ － － －

26

*1: CCD (Common Citation Document) へダイレクトリンク可能

*2: 引例リストをCSVダウンロード可能

*3: My patents list 経由で一括ダウンロード可能（PDF）

*4: Collections 機能でファミリー一括ダウンロード可能（書類名のみ／PDF形式）

2.3 活⽤事例（ご参考：各国グローバルドシエサイトの機能紹介)

各庁下記シーンで活用可能性有り
引例情報取得：EPO、文書リストDL：USPTO、包袋一括DL：KIPO
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①Patent Family画面の
CCDリンクをクリック

■引例の⼀括確認（CCDの活用）@EPO

https://worldwide.espacenet.com/public
ationDetails/inpadocPatentFamily?C
C=JP&NR=2017077889&locale=jp_EP

Espacenet経由でCCD（Common Citation Document）を開き、
ファミリーの引例を⼀括で閲覧＆ダウンロード可能。

・公報番号でダイレクトリンク可能
・localeでUI言語指定可能
（日本語：jp_EP）

2.3 活⽤事例（ご参考：他国庁サイトの活用紹介)

②各国の引例リストを確認
※2件まで別画面で同時表示可能

③【Export】クリックで
ダウンロード可

④リンククリックで各引例の
書誌画面へジャンプ

Espacenet画面で詳細確認可能
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2.3 活⽤事例（ご参考：他国庁サイトの活用紹介)

■文書リストのダウンロード@USPTO

・文書リストの各国別ダウンロード（CSV/PDF）

・文書リストのFamily一括ダウンロード（PDF）

①各国のDossier画面を表示して、
Download Document Listをクリック

文書名、日付、Code、書類Groupを
出⼒可能

①ダウンロードしたい国の
Add to★をクリック

②Collectionsをクリック

③Downloadをクリック

Add to★をクリックした国の文書名
リストを1ファイルで出⼒可能
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2.3 活⽤事例（ご参考：他国庁サイトの活用紹介)

②ダウンロードしたい
包袋にチェック

※ご参考：Google Chromeなどのブラウザーの翻訳機能を使えば日本語で使用可能

■包袋の一括ダウンロード@KIPO

各国のDossier詳細画面から包袋の一括ダウンロードが可能

①ダウンロードしたい国のDossier
詳細画面を開く

③ダウンロードボタン
をクリック

Zipファイルでまとめて出⼒可能



発表内容
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1. 研究の背景
1.1. 活動内容

2. グローバルドシエサイトの使用の実状に関する調査
2.1. アンケート概要

2.2. アンケート集計結果

2.3. 活⽤事例

3. 現⾏サイト利⽤における課題・対応
3.1. 実状調査から⾒えた課題

3.2. 課題への対応（調査・提言）

4. 庁システムと管理システムの将来像

5. おわりに



情報を定常的にシステムにて活用する場合、正確性と信頼性は重要
基本的なサービス環境や掲載情報の定義をユーザーが把握しておく必要がある

日常的な業務に本サイト利⽤を取り⼊れるためには、更なる機能向上が必要
多くのデータを不⾜なく且つ⼀度に得られるような掲載内容と機能が必要である
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3.1. 実状調査から⾒えた課題

書類はある？ない？
いつアップロードされる？

念のため別のサイトでも
確認してみよう…

ファミリーの紐付けがされ
ていないデータがある?

ファミリーIDとは？
サービス時間は？

ファイルのダウンロード
が手間…

データの精度は…

翻訳が完備
されてない…



3.2. 課題への対応（調査・提言）
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対象とした課題（特許庁と共有）

● ( 1 ) サービスタイム記載の明確化

● ( 2 ) ファミリー情報掲載タイミングの明確化

● ( 3 ) 「ファミリーID」定義の明確化

● ( 4 ) 書誌情報・書類一覧・包袋一括ダウンロード機能

● ( 5 ) 翻訳の充実及び精度向上

( 6 ) 各国の最新ステータスを表示

( 7 ) 全ファミリーを横並びで表示

( 8 ) 各国の引例を⾒やすく表⽰

( 9 ) 複数案件の⼀括検索の実現

(10) 対象国の拡張

★ユーザーが⽇常的にサイトを利⽤するための課題を抽出し、調査を実施

★特許庁と課題を共有し、改善要望を具体的に提言

★ユーザーが実施できる対策を提案
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課題 案件照会の結果でエラーとなった場合に、エラーメッセージからはエラー
の理由が分からない。
※サービス時間外でのエラーか、参照不可でのエラーか区別できない。

なぜ？
■各国ドシエサイト(参照元)から他国(参照先)データ参照時の現状

・JPO、EPO、USPTO、KIPOから ➡ JPO、EPO、USPTO、KIPO参照時
参照先の各国庁がサービス時間外の場合、データは表示されない。
※「データが取得できませんでした」などのエラーメッセージが表示される。

・JPO、EPO、USPTO、KIPOから ➡ SIPO参照時
SIPOがサービス時間内でも、書類参照はエラーとなる場合が多い。
※データの存在は表示される。

・SIPOから ➡ JPO、EPO、USPTO、KIPO参照時
参照先の庁がサービス時間外の場合でも、データが表示されることがある。

3.2. 課題への対応（調査・提言）
(1) サービスタイム記載の明確化
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3.2. 課題への対応（調査・提言）
(1) サービスタイム記載の明確化

各国庁サイトに掲載されているサービスタイムに関する情報(2017年8月時点)

調査 ①各国庁サイトで自国、他国のドシエサイトのサービスタイムに関する記載を確認。
・掲載サイトによって対象国、時刻形式、内容が異なる。
・日本ユーザーが各国ドシエサイトの稼働状況を把握することは難しい。

②日本時間での各国ドシエサイトのサービスタイム一覧を作成。

サイト
情報

JPO EPO USPTO KIPO SIPO IP5

他国情報 自国のみ 自国のみ ５庁全て ５庁全て ５庁全て ５庁全て

各国サイトの
時刻形式

日本標準時(JST) 中央ヨーロッパ標
準(CET)

米国東部標準
時(EST)

韓国標準時
(KST)

各国の標準時
(JST,EST,
CET,KST,CST)

各国の標準時
(JST,EST,CET,K
ST,CST)

例)
各国庁での
JPOのサービ
スタイムに関す
る記載

サービス停止期間
土、祝日(前日が
平日)
07:00-24:00
日、祝日(前日が
土、日)
00:00-24:00
月、祝日後の平日
00:00-08:00
毎日
04:00-04:15

記載⾒つからず 月
11:00-15:00
15:15-23:59
火、水、木
00:00-15:00
15:15-23:59
⾦
00:00-15:00
15:15-18:00
日
19:00-23:59

平日(⽉〜⾦)
08:00-
00:00
土
00:00-
07:00

平日(月)
08:00-22:00
(JST)
平日(⽕〜⾦)
07:00-22:00
(JST)

サービス停止期間
土、祝日(月~⾦)
07:00-24:00
日、祝日(土、日)
00:00-24:00
月
00:00-08:00
休日後の平日
00:00-08:00
毎日
04:00-04:15
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JPO EPO USPTO SIPO KIPO
ファミリー情報

停止時間（五庁共通)

月 08:00 - 24:00
00:00 - 12:00
12:15 - 24:00

00:00-24:00 00:00-24:00 00:00-24:00 12:00-12:15

火
01:00 - 04:00
04:15 - 24:00

00:00 - 12:00
12:15 - 24:00

00:00-24:00 00:00-24:00 00:00-24:00
00:00-01:00
12:00-12:15

水
00:00 - 04:00
04:15 - 24:00

00:00 - 12:00
12:15 - 24:00

00:00-24:00 00:00-24:00
00:00-18:00
19:00-24:00

12:00-12:15

木
01:00 - 04:00
04:15 - 24:00

00:00 - 12:00
12:15 - 24:00

00:00-24:00 00:00-24:00 00:00-24:00
00:00-01:00
12:00-12:15

⾦
00:00 - 04:00
04:15 - 24:00

00:00 - 12:00
12:15 - 24:00

00:00-24:00 00:00-24:00 00:00-24:00 12:00-12:15

土
00:00 - 04:00
04:15 - 07:00

00:00 - 12:00
12:15 - 24:00

00:00-24:00 00:00-24:00 00:00-24:00 12:00-12:15

日 -
00:00 - 12:00
18:00 - 24:00

00:00-24:00 - 09:00-21:00
00:00-01:00
12:00-12:15

稼働時間一覧(日本時間) 3⽉最終⽇曜⽇〜10月最終日曜日の期間

JPO EPO USPTO SIPO KIPO
ファミリー情報

停止時間（五庁共通)

月 08:00 - 24:00
00:00 - 13:00
13:15 - 24:00

00:00 - 24:00 00:00 - 24:00 00:00 - 24:00 13:00 - 13:15

火
00:00 - 04:00
04:15 - 24:00

00:00 - 13:00
13:15 - 24:00

00:00 - 24:00 00:00 - 24:00 00:00 - 24:00
01:00 - 02:00
13:00 - 13:15

水
00:00 - 04:00
04:15 - 24:00

00:00 - 13:00
13:15 - 24:00

00:00 - 24:00 00:00 - 24:00
00:00 - 18:00
19:00 - 24:00

13:00 - 13:15

木
00:00 - 04:00
04:15 - 24:00

00:00 - 13:00
13:15 - 24:00

00:00 - 24:00 00:00 - 24:00 00:00 - 24:00
01:00 - 02:00
13:00 - 13:15

⾦
00:00 - 04:00
04:15 - 24:00

00:00 - 13:00
13:15 - 24:00

00:00 - 24:00 00:00 - 24:00 00:00 - 24:00 13:00 - 13:15

土
00:00 - 04:00
04:15 - 07:00

00:00 - 13:00
13:15 - 24:00

00:00 - 24:00 00:00 - 24:00 00:00 - 24:00 13:00 - 13:15

日 -
00:00 - 13:00
19:00 - 24:00

00:00 - 24:00 - 09:00 - 21:00
01:00 - 02:00
13:00 - 13:15

稼働時間一覧(日本時間) 3⽉最終⽇曜⽇〜10月最終日曜日以外の期間

サマータイムを導⼊している国の影響で、期間によって⽇本時間での稼働時間が異なる。

3.2. 課題への対応（調査・提言）
(1) サービスタイム記載の明確化
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2017年12月

提言により充実！

ファミリー情報の停止期間を
明確化

他国庁の停止期間を追加

日本特許庁のサービスタイムに関する掲載内容の変化

提言 日本ユーザーが各国ドシエサイトの稼働時間を把握することが難しい状況を
特許庁へ共有するとともに、日本特許庁へサービスタイムの掲載内容を充実
するように提案を⾏った。

2017年8月■ドシエメンテナンス情報（JP）

3.2. 課題への対応（調査・提言）
(1) サービスタイム記載の明確化



37

3.2. 課題への対応（調査・提言）
(2) ファミリー情報掲載タイミングの明確化

JP(国内優先) EP

事例：
日本の国内優先出願について、公開後に
JPOドシエサイトを確認したところ、同時に
出願したEP、USがファミリーとして抽出されない。

JP

JP EP US

基礎出願

優先権主張出願

US

ファミリーとして紐づけされていない

課題 日本出願と対応外国出願がファミリーとして抽出されない時期がある。

1 2



JP公開日 INPADOCファミリー収録＆JPドシエサイト反映

紐づけ無し 紐づけ有り

調査 ファミリーとして紐付けされるタイミングを確認。
・INPADOCファミリーに収録されると、ファミリーとして紐づけされる。
・INPADOCファミリーに収録するまでは、JPドシエサイトのファミリー情報の
ファミリーID欄に「－」が表示される。
・ファミリーとして紐づけされるタイミングは、各国の休⽇等により変動するが、
概ねJP公開日(毎週木曜日)の2週間後の週明けになる。

対策 ファミリー一覧でファミリーIDが設定されているかを確認する。
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3.2. 課題への対応（調査・提言）
(2) ファミリー情報掲載タイミングの明確化
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課題 『ファミリー一覧』に記載されている「ファミリーID」をファミリー管理に活⽤したいが、
「ファミリーID」の定義が分からない。

調査 特許庁へ「ファミリーID」の定義を確認。
・「ファミリーID」は、EPOが付与している同一の優先権をもつシンプルファミリーで
構成される。
・『ファミリー一覧』は拡張型ファミリーに基づくため、『ファミリー一覧』において、複数
の「ファミリーID」が表示される場合ある。

提言 ファミリー管理のため、『ファミリー一覧』に対応する拡張型ファミリーID付与の要望
があることを特許庁へ共有するとともに、「ファミリーID」に関する定義を明記するよ
う提案を⾏った。

3.2. 課題への対応（調査・提言）
(3) 「ファミリーID」定義の明確化

定義を明記（イメージ）

拡張型ファミリーID

XXXXXXXXXXX

※ファミリーIDは、EPOが付与している同一の優先権をもつシンプルファミリーで構成される

拡張型ファミリーIDの
追加（イメージ）

※拡張型ファミリーとは、特許ファミリーのより広い定義で、INPADOCが
独自に認定した実質的ファミリー(技術的内容 他）
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課題 JP案件を照会した場合、『ファミリー情報』 のファミリー１に照会時に⼊⼒した案
件と異なる案件が表⽰されることがある。

調査 ファミリー１には、『ファミリー一覧』の最上段の案件が表示されることを確認。

対策 照会条件とファミリー１の「出願番号」が⼀致しているかを確認し、異なる案件
が表示されている場合は、「出願番号」をプルダウンで選択し表示する。

照会時に⼊⼒した案件

ファミリー１に表示される案件

・最上段の案件が表示される
・プルダウンから選択し表⽰切替できる

3.2. 課題への対応（調査・提言）
(3) 「ファミリーID」定義の明確化
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3.2. 課題への対応（調査・提言）
(4) 書誌情報・書類一覧・包袋一括ダウンロード機能

課題 現状は一括ダウンロードができないため、包袋を一件づつダウンロードしたり、
引例⼀覧をテキストコピーするなどの対応が必要。

調査 一括ダウンロード機能の具体的な仕様を検討。
■案件検索仕様
・検索項⽬を論理演算可能にする。（例；番号×キーワード）

■書誌関連DL項目追加
・書誌系：ファミリーID、CPC、USC、四法
・審査経過系：延⻑期間
・引例等関連公報：引⽤/被引⽤⽂献の起案⽇＆引⽤種別、拒絶理由条⽂
・その他：EP移⾏国のLegal StatusとStatus変化日付情報、IDS提出済案件

提言 ⼀括ダウンロード機能（書誌等各種情報、検索結果、包袋）への要望が
多い事を特許庁へ共有するとともに、具体的な仕様の提案を⾏った。
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■検索結果DL

■包袋DL

3.2. 課題への対応（調査・提言）
(4) 書誌情報・書類一覧・包袋一括ダウンロード機能
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課題 翻訳ミス、翻訳対象になっていないデータ／文書の存在、
運⽤体制が不明（ユーザーからのフィードバックの反映可否等）。

調査 翻訳機能に関して下記を実施。

■情報システム委員会内アンケートより、機能改善項目を抽出
・精度向上
・翻訳対象拡⼤（拒絶理由の発送⽇、審判系書類）
・日本語への翻訳機能
・ユーザーからのフィードバックを反映可能にする機能

■特許庁特許情報室からの機械翻訳に関するヒアリングへの対応
以下３つの観点で、ユーザーの利⽤経験・⽤途等についてヒアリングの要請
があり、情報システム委員の意⾒取り纏めを⾏った。
1.日本語から外国語への翻訳について
2.外国語から日本語への翻訳について
3.その他（特許庁の機械翻訳の取り組みについて）

提言 ヒアリング結果を特許庁と共有するとともに、アンケートより抽出された
改善要望の提案を⾏った。

3.2. 課題への対応（調査・提言）
(5) 翻訳の充実及び精度向上
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3.2. 課題への対応（調査・提言）
(5) 翻訳の充実及び精度向上

■アンケートまとめ（機能改善項目抽出）

■ヒアリングへの対応



発表内容
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1. 研究の背景
1.1. 活動内容

2. グローバルドシエサイトの使用の実状に関する調査
2.1. アンケート概要

2.2. アンケート集計結果

2.3. 活⽤事例

3. 現⾏サイト利⽤における課題・対応
3.1. 実状調査から⾒えた課題

3.2. 課題への対応（調査・提言）

4. 庁システムと管理システムの将来像

5. おわりに



グローバルドシエサイトの具体的な利⽤実状を調査
・誰が、どの様に利⽤しているのか
・ユーザーの要望はなにかを把握

調査結果を分析、課題を抽出し、日本特許庁と共有
・実状から⾒えてきたと問題点と、有効利⽤されるための課題を分析
・ユーザーが求めていることを特許庁へ提言

グローバルドシエサイトを有効に活用する将来像を提案
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4. 庁システムと管理システムの将来像

グローバルドシエサイトの向上に働きかけ、
活用可能性を検討していくことで

ユーザーの効率的且つ
正確な知財情報取得につなげる

グローバルドシエサイトの向上に働きかけ、
活用可能性を検討していくことで

ユーザーの効率的且つ
正確な知財情報取得につなげる

★アンケート
★集計結果の分析
★活⽤事例の分析

★アンケート
★集計結果の分析
★活⽤事例の分析

★本質的な課題の明確化＜ユーザーにとって何が一番必要なのか＞
★課題解決のための調査
★特許庁への提言

★本質的な課題の明確化＜ユーザーにとって何が一番必要なのか＞
★課題解決のための調査
★特許庁への提言

実
施

実
施



グローバルドシエサイトの具体的な利⽤実状を調査
・誰が・どの様に利⽤しているのか
・ユーザーの要望はなにかを把握

調査結果を分析、課題を抽出し、日本特許庁と共有
・実状から⾒えてきたと問題点と、有効利⽤されるための課題を分析
・ユーザーが求めていることを特許庁へ提言

グローバルドシエサイトを有効に活用する将来像を提案

47

4. 庁システムと管理システムの将来像

グローバルドシエサイトの向上に働きかけ、
活用可能性を検討していくことで

ユーザーの効率的且つ
正確な知財情報取得につなげる

グローバルドシエサイトの向上に働きかけ、
活用可能性を検討していくことで

ユーザーの効率的且つ
正確な知財情報取得につなげる

★アンケート
★集計結果の分析
★活⽤事例の分析

★アンケート
★集計結果の分析
★活⽤事例の分析

★本質的な課題の明確化＜ユーザーにとって何が一番必要なのか＞
★課題解決のための調査
★特許庁への提言

★本質的な課題の明確化＜ユーザーにとって何が一番必要なのか＞
★課題解決のための調査
★特許庁への提言

実
施

実
施

システムの進化
ユーザー意識の変化

ユーザー

JPO 商業システム

Ⅰ.システム連携のイメージ
（全体構成）

Ⅱ.包袋管理における
変化とメリット

Ⅲ.書誌データ管理における
変化とメリット



三位一体

最適DB群

⾃社管理

システム

公報検索

システム

庁システム

（OPD）
庁発送/受領データ
・正式書類
・各種期限日
※最新かつ正しい

48

相互補完・重複排除により、最少工数で最大効果を発揮
・同じ情報を重複して保管する必要がなくなる。（インフラリソースの適切化）
・漏れ無く、タイムリーにデータ閲覧・利⽤が可能になる。

社内作成データ
・ドラフト
・評価情報
・独自分類

公報データ
・評価情報
・Familyマップ
・引用マップ

API

API API

4. 庁システムと管理システムの将来像

※API：
Application
Programming Interface

※JPOと共有の上、
2018/1/31開催の第5回
GDTF会合にて、JIPAより提
案済。
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⾃社管理システムにおける変化点（包袋管理）

⾃社管理システムにおけるメリット（包袋管理）

庁書類を自社システム
へ手動アップロード

庁書類を自社システム
へ自動連携

・同じ情報を重複して保管する必要がなくなる。（インフラリソースの適切化）
・漏れ無く、タイムリーにデータ閲覧・利⽤が可能になる。

庁システム
（OPD）

⾃社管理
システム

【API連携後（将来）】【API連携前（現状）】

4. 庁システムと管理システムの将来像



50

⾃社管理システムにおける変化点（書誌データ更新）

⾃社管理システムにおけるメリット（書誌データ更新）

公報検索システム経由
等で準備した書誌データ
で手動更新

庁データで自動更新

・審査請求等の際に正しいデータによる手続きが担保される。
（補正指令発⾏を減らせる為、庁側負荷の低減が期待される。）
・漏れ無く、齟齬無く、タイムリーにデータ閲覧・利⽤が可能になる。
・データクリーニング作業を最小化できる。

⾃社管理
システム

⾃社管理
システム

庁システム
（OPD）

・各種日付
・クレーム数

・各種日付
・クレーム数

庁システム
（OPD）

公報検索
システム

【API連携前（現状）】 【API連携後（将来）】

4. 庁システムと管理システムの将来像



発表内容
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1. 研究の背景
1.1. 活動内容

2. グローバルドシエサイトの使用の実状に関する調査
2.1. アンケート概要

2.2. アンケート集計結果

2.3. 活⽤事例

2.4. 考察

3. 現⾏サイト利⽤における課題・対応
3.1. 実状調査から⾒えた課題

3.2. 課題への対応（調査・提言）

4. 庁システムと管理システムの将来像

5. おわりに



5. おわりに
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調査結果を分析、課題を抽出し、日本特許庁と共有

グローバルドシエサイトの具体的な利⽤実状を調査

グローバルドシエサイトを有効に活用する将来像を提案

システムの進化やユーザー意識の変化に踏まえ、知財管理システム、
公報検索システム、庁システムのAPI連携により最適化された知財
情報の有効活用の将来像を提言した。

当委員会内で実施したアンケートの結果より、グローバルドシエサイトを活用
されてはいるものの、様々な課題があることが分かった。

ユーザーにとってのメリットを考慮し、サービスタイムやデータの定義等を調査
し、現状の課題に関し日本特許庁と情報を共有、さらに一括ダウンロード
機能拡充や翻訳機能向上について提言した。
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ニーズ

知財
システムユーザー

知財
システムユーザー

共有

提言

最新情報
特許庁特許庁JIPAJIPA

調査・対応

5. おわりに

今後も、タイムリーに収集したユーザーニーズからユーザーメリットの大きい
真の課題を抽出し、課題解決のための調査・対応を実施するとともに、
特許庁との連携を図り、知財システムの短期〜中⻑期的な改良によって
＜将来像の実現＞がされるよう、引き続き積極的に働きかけていきます!!



ご清聴ありがとうございました。


